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 量子力学の世界では、重ね合わせ状態、もつれ状態といった古典力学では現れない不思議

な状態が存在する。この量子性を積極的に活用した量子情報処理技術が注目を集めている。

特に、超伝導回路から構成される超伝導量子ビットは、その操作性・拡張性への期待から飛

躍的に発展してきた。近年、量子状態制御技術が向上し、量子計算機のみならず、量子シミ

ュレーション、量子センシングといった新しい応用先に向けた研究も進んでいる。 

 本セミナーでは、超伝導量子回路を用いた量子情報処理技術の現状を概観したのち、超伝

導量子ビットの例として、磁束量子ビットを詳しく紹介する。磁束量子ビットは、量子計算

の基本素子としてだけではなく、巨視的量子性を実証するための素子としても注目を集めた。

まずは、磁束量子ビットを用いて巨視的実在性の破れを検証した実験結果を紹介する[1]。続

いて、電子スピン集団を超伝導量子ビット用の量子メモリとして利用するハイブリッド技術

[2]と、逆に超伝導量子回路を用いて電子スピンを検出する量子センシングに関する研究[3]

を紹介する予定である。 
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○今後の予定 : 

 

 

 

 

 

○物性セミナーのページ 「駒場物性セミナー」で検索！ 

 

物性セミナー世話人 : 加藤雄介 福島孝治 前田京剛 簑口友紀 

7 月 25 日 新見 康洋氏 (大阪大学大学院理学研究科) 

8 月 8 日 和田 浩史 氏 (立命館大学 理工学部) 

 


